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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
シート装置等の装置本体を支持台上にてスライドさせるレ－ル等のスライド機構と、前記
装置本体のスライド量を規制すべく前記支持台側の長孔に係合可能に配設されたストッパ
ーとを備えたスライドストッパー装置において、
  前記ストッパーは前記装置本体に取り外し可能又は上下移動可能に設けられ、前記スト
ッパーを前記装置本体から取り外すか、或いは、前記ストッパーを上方に移動させて前記
長孔に係合不能に設定することにより、前記装置本体のスライド量の規制を解除できるよ
うに構成し、
前記ストッパーは、上記装置本体に設けたネジ孔又はナットに上下位置調整可能に螺合し
ていることを特徴とするスライドストッパー装置。 
【請求項２】
前記支持台に設けられた長孔は前記ストッパーの可動範囲を異にし、且つ、前記ストッパ
ーのスライド方向に複数設けられると共に、前記ストッパーは前記可動範囲を異にする相
互の長孔に変更して係合できるように構成されたことを特徴とする請求項１記載のスライ
ドストッパー装置。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はスライドストッパー装置に関するものであり、特に、支持台上にスライド機構
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を介して載設された装置本体のスライド量を規制するスライドストッパー装置に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、建設機械のキャブ内にはシート装置が設置され、図６に示すように、該シート装
置１は、フロワー１０に設置される支持台２と、該支持台２上に載設された装置本体３と
、該装置本体３と支持台２との間に介設されたレール等のスライド機構４とを備えている
。更に、装置本体３側にはシートクッション（着座部）５、シートバック（背もたれ部）
６及びアームレス７等の部品が組み付けられている。尚、図中、符号８は各種操作レバー
９を設けたコントロールスタンドである。
【０００３】
　又、装置本体３の下部にはストッパー（図示せず）が取り外し不能に植設され、該シー
トストッパーの下端部は、支持台２側に形成した前後方向の長孔（図示せず）に係合可能
に臨んでいる。依って、装置本体３は、支持台２の長孔に沿ってスライドさせて前後位置
を調整することができる。
【０００４】
　このように支持台２上の装置本体３は、レール等のスライド機構４を介して前後方向に
スライドさせることができるが、装置本体３の下部に固設したストッパーが長孔に当接す
ることで、該装置本体３のスライド量は規制されている（例えば、特許文献１の図１及び
図２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－８１０９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記シート装置の組み立て作業又はメンテナンス作業を行う際は、装置本体を支持台上
に載設した状態で行っているが、シート装置周辺の作業空間が狭隘であるため、作業内容
によってはシート装置の組み立て作業等が困難になり、作業効率が大幅に低下する。
【０００７】
　例えば、支持台の後部又は前部に部品を組み付ける場合、作業者は不自然な作業姿勢を
強いられ、且つ、装置本体の後部又は前部が組み付け作業の邪魔になり、所定の組付け位
置に部品（又は工具類）をセットし難く、組み付け作業性が悪化するという問題があった
。
【０００８】
　前記問題を解消するには、支持台上の装置本体を前方又は後方にスライドさせればよい
が、装置本体側のストッパーが支持台側の長孔に当接して、該装置本体のスライド量が規
制されるため、所要の作業スペース又は組付けスペースを確保することはできない。
【０００９】
　そこで、スライド機構付き装置本体の作業スペース又は組付けスペースを一時的に広く
して作業効率を向上させるために解決すべき技術的課題が生じてくるのであり、本発明は
この課題を解決することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
本発明は上記目的を達成するために提案されたものであり、請求項１記載の発明は、シー
ト装置等の装置本体を支持台上にてスライドさせるレ－ル等のスライド機構と、前記装置
本体のスライド量を規制すべく前記支持台側の長孔に係合可能に配設されたストッパーと
を備えたスライドストッパー装置において、前記ストッパーは前記装置本体に取り外し可
能又は上下移動可能に設けられ、前記ストッパーを前記装置本体から取り外すか、或いは
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、前記ストッパーを上方に移動させて前記長孔に係合不能に設定することにより、前記装
置本体のスライド量の規制を解除できるように構成し、前記ストッパーは、上記装置本体
に設けたネジ孔又はナットに上下位置調整可能に螺合していることを特徴とするスライド
ストッパー装置を提供する。
【００１１】
　この構成によれば、支持台側の長孔に係合するストッパーは、シート装置等の装置本体
に取り外し可能又は上下移動可能に設けられているので、例えば、部品組付け作業時に、
ストッパーを装置本体から取り外すか、或いは、該ストッパーを前記長孔と係合しない上
方位置まで移動させることにより、装置本体のスライド量の規制が解除される。依って、
装置本体は支持台上にてスライド機構の最大スライド量まで移動させることができる。
【００１３】
　更に、この構成によれば、ストッパーは、装置本体側のネジ孔又はナットに上下位置調
整可能に螺合しているので、ストッパーを回動させることにより、該ストッパーを支持台
側の長孔と係合しない上方位置まで移動させることができる。
【００１４】
　請求項２記載の発明は、前記支持台に設けられた長孔は前記ストッパーの可動範囲を異
にし、且つ、前記ストッパーのスライド方向に複数設けられると共に、前記ストッパーは
前記可動範囲を異にする相互の長孔に変更して係合できるように構成されたことを特徴と
する請求項１記載のスライドストッパー装置を提供する。
【００１５】
　この構成によれば、ストッパーは可動範囲の異なる他の長孔に変更し、係合させること
ができる。
【発明の効果】
【００１６】
　請求項１記載の発明は、装置本体の部品組付け時又はメンテナンス時に、ストッパーに
よるスライド量の規制を一時的に解除させることにより、装置本体をスライド機構の最大
スライド量まで移動させることができるので、装置本体及び支持台の周辺の作業スペース
又は組付けスペースを広くすることができる。
【００１７】
　斯くして、作業者は楽な作業姿勢で組付け作業又はメンテナンス作業を行うことができ
ると共に、当該組み付け箇所の所定位置に付属部品又は工具類を容易にセットでき、以て
、装置本体の作業効率を向上させることができる。
【００１８】
　更に、請求項１記載の発明は、ストッパーを回動させるのみで支持台側の長孔と係合不
能な状態に設定できるので、部品組付け時又はメンテナンス時に、装置本体からストッパ
ーを取り外すことなく、装置本体のスライド規制解除を容易迅速に行うことができる。
　請求項２記載の発明は、装置本体を適正位置にスライド変更させることにより諸種の作
業スペースに適応させることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施例を示し、スライドストッパー装置を備えたシート装置の組付け
後の状態の斜視図。
【図２】図１のシート装置の組付け前の状態を説明する斜視図。
【図３】図２のスライド機構及びストッパー等の要部Ａを説明する斜視図。
【図４】（ａ）及び（ｂ）は本発明に係るストッパーが長孔に係合するロック状態を示す
断面図。
【図５】図４の前記ストッパーの長孔に対する係合を解除したアンロック状態を示す断面
図。
【図６】従来例を示し、シート装置の正面図。
【発明を実施するための形態】
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【００２０】
　本発明は、スライド機構付き装置本体の作業スペース又は組付けスペースを一時的に広
くして作業効率を向上させるという目的を達成するために、シート装置等の装置本体を支
持台上にてスライドさせるレ－ル等のスライド機構と、前記装置本体のスライド量を規制
すべく前記支持台側の長孔に係合可能に配設されたストッパーとを備えたスライドストッ
パー装置において、前記ストッパーは前記装置本体に取り外し可能又は上下移動可能に設
けられ、前記ストッパーを前記装置本体から取り外すか、或いは、前記ストッパーを上方
に移動させて前記長孔に係合不能に設定することにより、前記装置本体のスライド量の規
制を解除できるように構成し、前記ストッパーは、上記装置本体に設けたネジ孔又はナッ
トに上下位置調整可能に螺合していることによって実現した。
 
【実施例１】
【００２１】
　以下、本発明の好適な一実施例を図１乃至図５に従って説明する。尚、本実施例は、建
設機械のキャブ内に設置されるオペレータ用のシート装置を適用したものである。
【００２２】
　図１は、本実施例に係るアッセンブリ体としてのオペレータ用のシート装置１１を示す
。該オペレータシート装置１１は、フロワーに設置される支持台１２と、該支持台１２上
に載設された装置本体１３と、該装置本体１３と支持台１２との間に介設された左右一対
のスライド機構１４，１５とを備えている。
【００２３】
　装置本体１３の左右両側部には、一対の支柱１６，１７が左右対峙して設けられ、該支
柱１６，１７の後方側（図１における矢印Ｂ側）にはシートバック１８が組み付けられる
。又、支柱１６，１７の内側にはシートクッション（図示せず）が装着される。
【００２４】
　更に、支柱１６，１７の外側面には単数又は複数の左右一対の支持軸１９，２０が水平
に取り付けられ、該支持軸１９，２０は支柱１６，１７に対して直角方向に配設されてい
る。又、支持軸１９，２０の前方（図１における矢印Ｆ側）には、図示しないアームレス
トが組み付けられる。
【００２５】
　前記装置本体１３は支持台１２上にスライド機構１４，１５を介して前後方向ＦＢにス
ライド可能に搭載されている。本実施例に係るスライド機構１４，１５は、図２に示す支
持台１２上面の左右両側に敷設した一対のロアレール２１，２２と、該ロアレール２１，
２２にスライド自在に嵌合するアッパレール（図示せず）とにより形成されている。尚、
アッパレールは、装置本体１３の左右両側縁部に沿設した幅広コ字形のスライド部材２３
，２４の下面中央部に固設されている。
【００２６】
　図３に示すように、支持台１２上面におけるロアレール２１，２２の内側には長孔２５
が開穿され、該長孔２５は支持台１２の前後方向に所定の寸法だけ延びている。また、装
置本体１３における長孔２５と対応する箇所にはストッパー２６が設けられている。
【００２７】
　装置本体１３側のストッパー２６の下端部は、支持台１２側の長孔２５に係合可能に臨
んでいる。依って、ストッパー２６の下端部が長孔２５内周面に当接することにより、支
持台１２上に載設された装置本体１３のスライド量が規制される（図４参照）。
【００２８】
　ここで、従来例では、作業中に装置本体１３のスライド量はストッパーにより規制され
ていたために、必要な作業スペースを確保すべく、装置本体１３を作業の邪魔にならない
位置まで移動させることができなかった。
【００２９】
　しかし、本発明に係るストッパー２６は、装置本体１３に取り外し可能又は高さ位置可
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能に取り付けられている。このため、ストッパー２６を装置本体１３から取り外すか、或
いは、該ストッパー２６を上方に移動させて、支持台１２側の長孔２５と係合不能な高さ
位置まで上昇させることにより、ストッパー２６による装置本体１３のスライド量の規制
を解除できるように構成されている。
【００３０】
　図４は前記ストッパー２６の具体的な構成例を示す。同図に示すように、ストッパー２
６はロックボルトにより形成され、ストッパー２６に刻設したネジ部は、装置本体１３の
スライド部材２３上面に固着したナット２７に上下移動可能に螺合している。尚、スライ
ド部材２３にネジ孔を設け、このネジ孔にストッパー２６を上下移動可能に螺合させても
よい。
【００３１】
　更に、ストッパー２６の下端部は、前記スライド部材２３に開穿した貫通孔２８を下方
に貫通している。依って、ストッパー２６をスパナ等で回動操作することで、ストッパー
２６の高さ位置を任意に調整変更できるとともに、ストッパー２６をスライド部材２３か
ら取り外すこともできる。
【００３２】
　尚、上記図４（ａ）は、ストッパー２６のロック状態、即ち、ストッパー２６の下端部
が支持台１２側の長孔２５に係合可能に臨むように設定した状態を示す。このロック状態
では、装置本体１３のスライド量は、ストッパー２６の下端部が長孔２５に係合した位置
にて規制される。
　又、図４（ｂ）に示すように、上記スライド部材２３には前記長孔２５の延長方向に、
該長孔２５と別の長孔２５ａが設けられ、そして、該長孔２５ａはストッパー２６の可動
範囲を前記長孔２５よりも大又は小に形成し、更に前記ナット２７とは別に該長孔２５ａ
と対峙する位置におけるスライド部材２３上面に他のナット２７ａを固設し、そして、前
記ストッパー２６は前記長孔２５から取外して、別に設けた前記他の長孔２５ａに係合可
能に取付けることができるように構成することもできる。（図４（ｂ）の鎖線参照）
【００３３】
　又、図５は、ストッパー２６のロック解除状態、即ち、ストッパー２６の下端部が支持
台１２側の長孔２５に係合不能な上方位置に移動させた状態を示す。このロック解除状態
では、ストッパー２６の下端部が支持台１２側の長孔２５に係合しないため、装置本体１
３のスライド量は、ロアレール２１，２２の長さに応じた最大可動範囲まで拡大させるこ
とができる。
【００３４】
　叙上の如く本発明によると、オペレータシート装置１１の付属部品を組付ける際、或い
は、オペレータシート装置１１のメンテナンスを行う際、ストッパー２６を装置本体１３
のスライド部材２３から一時的に取り外すか、或いは、ストッパー２６の高さ位置を上方
に調整変更することにより、ストッパー２６による装置本体１３のスライド量の規制が解
除される。
【００３５】
　従って、装置本体１３のスライド量が、ロアレール２１，２２の長さに応じた最大可動
範囲まで拡大することにより、オペレータシート装置１１周辺の作業スペース又は組付け
スペースが広くなる。斯くして、作業者は楽な作業姿勢で組付け作業又はメンテナンス作
業を行うことができるとともに、当該組み付け箇所の所定位置に付属部品又は工具類を容
易にセットでき、以て、オペレータシート装置１１の部品組付け時又はメンテナンス時に
おける作業効率が大幅に向上する。
【００３６】
　殊に、本実施例に係るストッパー２６は、スライド部材２３に固設したナット２７に上
下位置調整可能に取り付けたので、ストッパー２６を回動操作させることにより、該スト
ッパー２６を支持台１２側の長孔２５と係合しない上方位置まで移動させることができる
。従って、装置本体１３からストッパー２６を取り外すことなく、装置本体１３のスライ
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【００３７】
　なお、本発明は、本発明の精神を逸脱しない限り種々の改変を為すことができ、そして
、本発明が該改変されたものに及ぶことは当然である。
【産業上の利用可能性】
【００３８】
　本発明は、ストッパー付きのスライド機構を具備した装置本体であれば、オペレータ用
のシート装置以外の装置本体にも適用することができる。
【符号の説明】
【００３９】
１１　オペレータ用のシート装置
１２　支持台
１３　装置本体
１４，１５　スライド機構
２１，２２　ロアレール
２６　ストッパー
２７　ナット

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】
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